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円板導体の電気抵抗(第E報)
鈴 木 長 次
On the Electrical Resistance of a Circular Plate Conductor (皿)
Choji SUZUKI 
In this report some of our experimental data were discussed in tables and figures 
and each value of resistance could be compared with the corresponding value calculated 
by the theoretical formula within a few percentage error. So this formula may be used 
satisfactorily for practical purpose. 
And also a value of a resistance for a circular plate conductor which two昏 electrodes
takea different size say 2b and 2c， respectively， could be easily calculated as the sum 
of a half value of two resistances. tha t is the one obtained by two electrodes with the 
same size， say 2b， the other obtained with the same size， say， 2c similarly; while its 
diameter of a conductor 2a， thickness t， and the angle 2fh remained constant. 
1.緒言
一般に均等な導体 C同有抵抗ρ)v両電極聞に於ける電気抵抗Rは，との導体D代りに誘電体〈誘電
率e)を置いた時白両電極聞に於ける静電容量CVli宣がわかると，電流D場と静電界とD類似性から
計算出来る。但し電極は完全導体で其D電気抵抗は零と看(故す。
此白原理主用いて目板導体の電気抵抗の計算式E求めることが出来る。簡単な場合即ち寸法D相等し
いこっD小さい電極が同板導体の周辺上に於て丁度正反対D位置にある場合については第1報(1)に，又
一般的の場合即ち両電極が夫々寸法を異にし且つその位置も周辺上で任意。角をなして居る場合D大要
は第2報(Z)に述べた。本報告は第2報の理論の補足と実験結果の吟味とに主点を1まいて述べてある口
2.理論
詳細は前記報告参照の乙と。と〉では実験結果の説明lこ必要な補足を主として述べる白
第1図 (a)に示す如く電流は同板導体(直荏2a cm，厚さt cm)の周辺上vABより流入し.CD
より流出する場合につき電気抵抗を計算する。
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との場合の静電容量は等角写{象の理主応用して求めることが出来るロ即ち
F園、 f圏、
第 1図 (b)に示す如く円弧電極 AB(2b cm，中心角2fJ1 )， CD (2c cm. 
中心角202 ) が角290 をへだてて存在すると看散しとの面左 Z面とする白
Z面を一次変換により〈面〈第1図(c))に，更に C面を Jacobi ([)楕円函
数を用いてW面〈第1図(d))に変換して計算する口但し本問題の如〈目板
導体が電極の内面聞にのみ存在する場合は上記から計算される静電容量り値
の半分を考へればよいとと従前適札結局計算式は
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以上で電極の大きさが異なり夫々 2bcm， 2c cmの場合の抵抗値Rmが求められるが又次D如く電棲
む大さが共に2bcmの場合の抵抗値RIの半分と，電極D大きさが共に2ccm 
c場合D抵抗{直Rnの半分との和としても簡便に求めうる。即ち第2図を参
持続憧思照して (20sは各場合同一〉
干 RlIfメ
1 ~ . 1 
Rm= ~RI+ ~Ru…………(4) 2 A~ .l . 2 
乙の事は図中に記入せるXYが等電位線D一つであり鏡像の理からも当然。
ととである口
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(4.) 
賓騒結果亙び吟喋
試材はすべて同一白銅板から作P実験は電位存下法によった。 此D際熱起
電力の影響を除く為に試材に流す電流の方向&反転しτ両度D測定値を平均
ヨみ
Jぞ ょして求めτ居る乙と，及び理論値の計算に。jt=2.36x 10-習を用いて居ると
よ¥、婚持イ、与十Y Riとは前報告と同様である。
¥:ノ 実測例の二三を示すと第1， 2， 3表。如くであり之を図示したのが第3図
~~ (C) 
~.;.. である。実測値と理論値とはよく一致して居る。誤差が数%あるがこれは試
材寸法む不均一性の為と測定時の誤差の範囲と考へられる。又第3図か白同
3. 
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第 1表 実測例 1，(2a=5.55cm 2b= 1. 26cm， 201 =26.014') 
両電極聞D角 203
200 
く度) I (度分〉
抵抗値何 10-(0)(90C) 理論値計算の各値 (9白C)
実測値|理論値|誤 差 k=~an03^ J K K' 日 RI く?の 1..-.tan(Dl +03)1 
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第 2表 実測例 2. (2a=5.55cm， 2c=Q.24cm， 202 =4.0 56勺
両電極2(}間0の角 2(}3 
抵抗値(X 10-5 0) (900) 理論値計算の告値 (90C)
実測値 理R論E 値 誤(%)差 k= tan03 〈度〉 〈度分〉 RII' tanくO2+03 ) 
瓦 K' 
。f
国
30 12.32 4.80 4.768 +0.7 0.71483 1..8637 1.8449 
60 27.32 5.55 5.766 -3.7 0.84151 2.0881 ー1.7092
90 42.32 6.04 6.281 -3'9 0.88526 2.2218 1.6680 
120 57.32 6.44 6.592 -2.3 0.90530 2.3044 1.6499 
150 72.32 6.60 6.757 -2.3 0.91468 2.3501 1.6416 
180 87.32 6.62 6.810 -2.8 0.91747 2.3649 1.6390 
第 3表 実測例 3. C2a=5.55cm， 2b=1.26cm， 2c=0.24cm， 2Eh = 260.14'292 =40.56') 
同電極聞の角 203 
抵抗値(X 10-5 Q) (90C) 理論値計算の各値 (90C)
〈20度03 〈度分〉 実R測m'値 理論R皿値 誤(再〉差 k=く3)式 K K' 
。f
ロ
30 7.13 3.57 3.358 +6.5 0.41944 1.6477 2.3158 
60 22.13 4.49 4.477 +0.3 0.66509 1.8081 1.9064 
90 5.1臼 5.018 +0.2 0.75288 1.8014 
120 52.13 5.54 5.330 +3.9 0.79409 1. 9841 1.7570 
150 67.13 5.58 5.497 + 1.5 0.81359 2.0229 1.7307 
180 82.13 5.75 5.552 +3.5 噂.0.81942 2.0356 1.7305 
第 4表 RF÷RI+÷RIIC例
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実測(第値(3X図10よ-5りU求〉め(9る003 頭論値くXlO-a 0) (90C) 
〈度分〉 RI' Rrr' よRl' +4-Rn' Rm:' RI Ru Rm 2 ~ 2 2R1 + iRII 
7.13 2.73 4.10 3.-12 3.57 2.526 4.109 3.318 3.358 
22. 13 3.70 5.30 4.50 4.49 3.427 5.494 4.461 4.477 
37.13 4.11 5.93 5.02 5.10 3.884 6.134 5.014 5.018 
52.13 4.25 6.38 5.32 5.54 4.143 6.503 5.323 5.330 
67.13 4.30 6.60 5.45 5.58 4'.269 6.712 5.491 5.497 
82.13 一 6.64 一 5.75 一 6.804 一 5.552 
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ーの2fJ冒に対する抵抗値を比較すると (4)式D成立が窺ひうるが
詳細を第4表に示す白理論値のRr及びRnは本表。各2(Jaについ
て例1及び例2の理論植計算を改めて行った値で(4)式の成立
が完全で、あるととが明瞭で、ある白借実測値のRI'及びRn'は第
3図の実測曲繰から本衰の 2(Jaについてそり値を求めたもりで
と白方も大体 (4)式。成立を立置して居るととがわかる口
上記の他，同板D直径.電極の大さJ両電極間D角度等を色々
変へて測定したが伺れも理論的計算値とよく~3.ました。
4. 結
?
本報告は同板導体の電気抵抗む理論的計算式を求め且本理論
式が充分応用しうるととを実測で確め拝た。終りに試作並に実
験された実験室の山形一三，鈴木福太郎両氏に感謝する。
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